
CHAPTER●1─1970年代の事情

ニタとはコンピュータの動作を確認するため
の小さなプログラムで、MIKBUGではテレタ
イプライタの入出力とメモリの簡単な操作が
できた。モトローラ社としては、たぶん、何か
の参考にでもなればというくらいの軽い気持
ちで作ったのだと思うが、まがりなりにも純
正のプログラムだから、プログラミングに自
信をもつ技術者も、いちおう、これを使った。
やがて、6800を使ったコンピュータに付きも
ののプログラムになり、多くのBASICやOS
がMIKBUGがあることを前提に開発された。

謹厳実直な経営者が意地で作った
孤高のコンピュータ、SWTPC

MITS社がアルタイルで評判をとり、オプ
ションのボードを作る会社が現れ、間もなく
互換機が登場しようかという1975年の後半、
SWTPC社が、6800を使った最初のホビイス
ト向けのコンピュータ、SWTPC（正式な名称
はSWTPC6800）を発売した。SWTPC社は、
カタログを配布して通信販売する、ホビイス
ト向けの電子機器の会社だった。社長のダン・
メイヤーは叩き上げの商人で、技術者やホビ
イストたちがコンピュータへの情熱だけで経
営する会社に反感をもっていた。ホビイスト
向けのコンピュータを作ることに異論はなか
ったが、互換機には抵抗があり、技術者にあえ
て対抗機を作らせた。また、雑誌の広告を使
わず、これまでどおりの売りかたを貫いた。
SWTPCは、1975年8月に機関紙で発売が

告知され、同年11月に出荷がはじまり、1976
年、正式にカタログに掲載された。そのカタ
ログのSWTPCの写真を図4-3に示す。CPU
は、対抗機を作ることにした時点で、自動的に
6800に決まった。RAMは2Kバイト、ROM
は1Kバイトの、MIKBUGを書き込んだチッ

プが使われた。背面パネルにはシリアルイン
タフェースがあり、ここに、テレタイプライタ
を接続して操作する。アルタイルのようにス
イッチとLEDで操作する方式ではないので、
前面パネルには電源スイッチとリセットスイ
ッチしかない。価格は、395ドルだった。
SWTPC社の1976年のカタログには、テレ
タイプライタのかわりに使えるTVタイプラ
イタ、放電プリンタ、カセットテープ記憶装置
なども掲載されている。1977年のカタログに
はメモリを中心とするオプションのボードが
追加され、1978年のカタログにはミニフロッ
ピーディスクドライブとインタフェースボー
ドが追加された。SWTPC社は、コンピュータ
と関連の機器を自社でラインナップし、注文
があれば即日出荷する体制をとっていた。
SWTPCは、6800の性格から、職場でミニ・
コンピュータを使っているようなウデに自信
をもつホビイストたちに歓迎された。一方、
普通のホビイストたちは敬遠した。そのため、

図4-3●1976年のカタログに掲載されたSWTPC6800



市場はアルタイルほど盛り上がらず、オプシ
ョンのボードや互換機を作る会社はあまり現
れなかった。SWTPC社は、そのさほど大きく
ない需要を独占し、十分な利益をあげ、MITS
社やIMSアソシエイツ社より長持ちした。

ロバート・ユイテリックのマイクロBASIC
トム・ピットマンのタイニー BASIC

SWTPC社は、月刊の機関紙を発行し、プロ
グラムの投稿を受け付けていた。その1976年
6月号に、コンピュータの販売店の店員、ロバ
ート・ユイテリックが作った小さなBASICが
掲載された。ピープルズコンピュータカンパ
ニーが発表したタイニー BASICの仕様にし
たがっていたが、機能を強化する予定があり、
いくぶん大きくなりそうだったので、マイク
ロBASICと名付けてあった。1ヶ月あと、機
能を強化した4KバイトのマイクロBASICが
完成した。SWTPC社は、これを高く評価し、
ユイテリックと契約を結んで4.95ドルで発売

した。SWTPC社の1977年のカタログの、マ
イクロBASICのページを図4-4に示す。ちな
みに、アルタイルBASICは150ドルだった。
当時、MITS社がプログラムに高い値段をつ
けて顰蹙をかい、不正にコピーされる騒動を
起こしていたから、あとに続いた各社とプロ
グラマは、ガツガツした商売をしなかった。
同じころ、イッティビッティ（吹けば飛ぶ
ような）コンピュータ社という、実体があるの
かどうかわからない会社のトム・ピットマン
が、SWTPCのタイニーBASICを完成させた。
ピットマンはホームブルウコンピュータクラ
ブの常連で、アルタイルBASICの騒動を間近
に見て、この活力を販売に利用しようと考え
た。価格を5ドルにおさえ、バイトという雑
誌に広告を出して販売すると同時に試用のた
めのコピーを認めた。ピットマンのタイニー
BASICは、すぐさまホビイストたちの間に行
き渡り、その多くが抵抗なく代金を支払った。
マイクロBASICとトム・ピットマンのタイ
ニー BASICは、どちらも6800ならではの10
進数演算機能を駆使しており、小数点付きの
計算ができる力作だった。おかげで、6800と
SWTPCの評価を高めることにつながった。
しかし、シュガート社がミニフロッピーデ
ィスクドライブを発売し、OSの需要が生ま
れたとき、SWTPCは孤高のコンピュータの
弱点を露呈した。そのあまり大きくない市場
からまともなOSは現れず、SWTPC社が自分
で仕様を作り、各社に働きかけなければなら
なかった。SWTPCのためのいちばん有名な
OSはTSC社のFLEXで、SWTPC社の社長、
ダン・メイヤーが泣き落としで作ってもらっ
た。結局、SWTPCは、ホビイストたちがプロ
グラミングのウデを試す最高の素材という位
置付けで、ひとつの時代を終えたのだった。図4-4●1977年のカタログに掲載されたマイクロBASIC

4─6800の誕生




